
柳田さんは、議員になる前から議会傍聴によく来てい

て、町政について熱心に耳をかたむけていました。 

議員になり、小川民報での議会報告の内容を見ても、

お年寄りのことをよく考えてくれているなあと感心して

います。まだ一期目ですが、二期、三期と経験を積むご

とに議員として大きく成長してくれると信じています。

期待しています。 

下勝呂前区長 利根川俊文 

 

195５年２月生まれ（5２歳）熊本市出身 

◇松山女子高校卒 神田外語学院中退 

◇１９７４年～１９９６年まで日本航空（㈱）客室乗務員 

松山高校 PTA・後援会副会長、介護保険サポーター、介護

保険運営協議会委員、介護相談員などで活動 

◇２００３年８月、町議会議員選挙初当選。厚生文教常任委員

会副委員長 

《現在》 

◇小川町議会議員（１期） 

厚生文教常任委員会委員 比企広域市町村圏組合議会議員 

《家族》 

夫、二男一女 

《ホームページ》 http://www.yanagitajp.com 
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小川民報 
2007年８月号外 
日本共産党小川町委員会 ☎７２－３５２７ 
日本共産党小川町委員会の見解を紹介します 

柳田たえこ 検索 



 

八和田地区で、施設の設置を求める保護者の皆さんが立ち上

がり、5632筆の請願署名を集約。2006年１０月に念願の学

童保育施設を実現しました。共産党議員も保護者会に出席し、

要望や意見を聞き、議会の一般質問でも取り上げるなど協同の

取り組みを進めてきました。 

マンモス化した風の子学童。父母会では何度も第２学童の

新設を町に要請しました。一般質問で取りあげ、所管の厚生

文教常任委員会でも取りあげられ、関係各署の協力で小川小

学校内余裕教室に第２学童保育施設が設置されました。 

２００５年九月議会で紹介。公的施設への設置を求めま

した。本年４月から町内各中学校を含む９つの公的施設に

AED（自動体外式除細動器）が設置されました。 

子ども医療費無料化の年齢拡大と窓口負担の廃止につ

いては、一般質問や厚生文教常任委員会で何度も取り上げ

ました。2006 年４月、一挙に入院については中学３年

生まで引き上げられました。 

例規集（町の条例集）や町の各種基本計画なども

掲載し、情報を町民に広く公開すべきと主張。内容

の充実がはかられました。 

地域住民のみなさんの運動があり、議会で何度も取りあ

げました。町職員が手作業で分別・仕分けしたり、土木

研究会の皆さんの毎年の協力もあり作業がすすんでい

ます。 
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